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論 文 内 容 の 要 旨 
  
バイオセンサは、測定対象物となる生体関連物質を特異的に認識し反応する検出素子と、
その反応を電気信号などに変換するトランスデューサーから構成され、医療や健康分野で
の幅広い利用が期待されている。一方、バイオセンサの主な課題は、測定試料の微量化、
測定感度の向上、測定コストの低減、携帯性の向上などが考えられる。本論文は、バイオ
センサの中でも質量変化を検出する水晶振動子マイクロバランス法（QCM 法）に着目し、
有機、無機ナノ構造を利用することで、上述した実用性を担保しつつセンサとしての高感
度化を達成させるというアイデアのもとに研究を進めた結果をまとめたものである。得ら
れた結果は、1.無機ナノ構造電極を用いる場合には密度が低くヤング率の高い材料を使うこ
とが重要であり、例えば陽極酸化アルミナを利用する例を実証した。2.有機ナノ構造を使う
場合には検出素子の配置（密度）の制御が必要であり、DNA オリガミとアプタマーの融合
により実証した。 
論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
  
水晶振動子を用いたバイオセンサは、携帯機器との親和性が高く、安価であることから早
期の実用化が望まれている。その一方、測定原理から低分子量の物質を高感度に測定する
ことが難しいとされてきた。本論文は、上記課題を解決するためにナノ構造の優れた比表
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面積に着目し、著者本人のこれまでの実験と参考論文を元にどのような電極材料を用いれ
ば感度向上を果たすことができるか、また検出素子をどのように配置すれば効率よく測定
できるかを実験により明らかにした。QCM法を用いたバイオセンサの大幅な性能向上に関
する重要な知見を得たことが本研究の成果である。 
 よって、本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
